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平成21年（第７回）山鹿市議会11月臨時会会議録 

 

議 事 日 程 

 

平成21年11月17日（火曜日）午前10時開会 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議案第88号 山鹿市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

   議案第89号 平成21年度山鹿市一般会計補正予算（第５号） 

   議案第90号 平成21年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

   議案第91号 平成21年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

   議案第92号 平成21年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

   議案第93号 平成21年度山鹿市・植木町介護認定審査事業特別会計補正予算（第 

１号） 

議案第94号 平成21年度山鹿市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第95号 平成21年度山鹿市水道事業会計補正予算（第２号） 

議案第96号 平成21年度山鹿市病院事業会計補正予算（第３号） 

議案第97号 平成21年度山鹿市下水道事業会計補正予算（第１号） 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

出席議員（29名） 

１番  永 田   健 君   

２番  稲 葉   昇 君   

３番  藤 本 芳 雄 君   

４番  福 本 義 文 君   

５番  冨 丸 洋一郎 君   

６番  藤 本 峰 秀 君   

７番  北 原 昭 三 君   

８番  芹 川 正 美 君   

９番  藤 原   豊 君   

11番  立 山   隆 君   

12番  原     徹 君   
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13番  平 井 邦 廣 君   

14番  吉 本 政 幸 君   

15番  池 田 誠 一 君   

16番  堀   茂 幸 君   

17番  永 田 紘 二 君   

18番  森 川 昭 彦 君   

19番  川 野   功 君   

20番  古 荘 克 郎 君   

21番  森   芳 顕 君   

22番  家 入 憲 隆 君   

23番  横 手 啓 介 君   

24番  高 野 誠 二 君   

25番  藤 原   弘 君   

26番  森   久 雄 君   

27番  太田黒 鐵 郎 君   

28番  丸 山 寛 治 君   

29番  寺 崎 勇 児 君   

30番  丸 山 康 昭 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

欠席議員（１名） 

10番  立 山 秀 木 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

 

説明のため出席した者 

市      長     中 嶋 憲 正 君   

副   市   長     池 田 永 実 君   

教 育 長     杉 本 作 德 君   

総 務 部 長     藏 原 榮 一 君   

市 民 福 祉 部 長     中 野   力 君   

農 林 部 長     松 永 道 郎 君   

商 工 観 光 部 長     永 田 義 文 君   

建 設 部 長     有 働 郁 夫 君   

環 境 部 長     宮 本 榮次郎 君   

病 院 事 務 部 長     荒 木   隆 君   
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教 育 部 長     八木田 達 博 君   

市民福祉部次長     富 田 辰 郎 君   

農 林 部 次 長     冨 田 弘 海 君   

水 道 局 長     富 安   豪 君   

病院事務部次長     田 上 信 博 君   

会 計 管 理 者     北 井 孝 範 君   

職 員 課 長     阿蘇品 貴 司 君   

財 政 課 長     木 下   実 君   

健 康 増 進 課 長     黒 田 睦 男 君   

農 林 企 画 課 長     戸 次 由 夫 君   

商 工 課 長     大 森 健 司 君   

観 光 課 長     寺 崎 泰 和 君   

建 設 課 長     緒 方 淳 一 君   

農 業 委 員 会 事 務 局 長     髙 木   勇 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

事務局職員出席者 

議 会 総 務 係 長     渡 邊 義 明 君   

議会総務係専門員     森 田 英 美 君   

書      記     中 村 武 志 君   

書      記     森   英 州 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 
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午前10時00分 開会 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君） 

 開会に先立ちまして、ご報告をいたします。 

 幸村局長が入院中のため、本日は渡邊係長を局長席に座らさせていただきます。

ご了承をお願いいたします。 

 ただいまから平成21年（第７回）山鹿市議会11月臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第１ 会議録署名議員の指名   

○議長（横手啓介君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第81条の規定により、議長において平井邦廣議員、

吉本政幸議員を指名いたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第２ 会期の決定  

○議長（横手啓介君）   

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間と決定いたしました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第３ 議案第88号～議案第97号 

○議長（横手啓介君）   

 日程第３、議案第88号から議案第97号までの全案件を一括議題といたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

議案第88号 山鹿市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す 

      る条例 

     議案第89号 平成21年度山鹿市一般会計補正予算（第５号） 

     議案第90号 平成21年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第２号） 

     議案第91号 平成21年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予算 
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（第１号） 

        議案第92号 平成21年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第93号 平成21年度山鹿市・植木町介護認定審査事業特別会計補正 

      予算（第１号） 

議案第94号 平成21年度山鹿市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第95号 平成21年度山鹿市水道事業会計補正予算（第２号） 

     議案第96号 平成21年度山鹿市病院事業会計補正予算（第３号） 

        議案第97号 平成21年度山鹿市下水道事業会計補正予算（第１号） 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君）   

提案理由の説明を求めます。藏原総務部長。 

［総務部長 藏原榮一君 登壇］ 

○総務部長（藏原榮一君） 

おはようございます。 

 議案第88号 山鹿市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に

ついてご説明いたします。 

 この条例は、人事院勧告に基づく、国家公務員の給与改定等に準じまして、本市

の職員の給与等を改定するため条例を改正する必要があり、提案するものでござい

ます。 

 改正の主な内容についてご説明いたします。 

 まず、給料表のマイナス0.2％改正でございます。 

 次に、期末勤勉手当を年間0.35月分引き下げるものでございます。これは６月に

0.2月分暫定的に引き下げておりますので、12月の引き下げは期末手当0.1月分、勤

勉手当0.05月分のあわせて0.15月分となります。 

 次に、住居手当の見直しといたしまして、持ち家に係る住居手当につきまして、

新築又は購入された日から６年目以降の手当を廃止するものでございます。 

 次に、特に長い時間外勤務を抑制し、又、その職員に休息の機会を与えるため、

月に60時間を超える時間外勤務に係る手当の支給割合を100分の150に引き上げると

ともに、引き上げ分の支給に代えて、代休を指定することができる制度を新設する

ものでございます。 

 最後に、今年度の官民格差を解消するため、４月から11月までの給料及び諸手当、

６月に支給いたしました期末勤勉手当に0.24パーセントを乗じて得た合計額を12月

の期末手当から減額するものでございます。なお、今回、施行日が異なります複数

の条例を改正するため、第４条に分けて提案をいたしておるものでございます。

１ページをお願いいたします。 
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 まず、第１条は、山鹿市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

でございます。第８条の４は、住居手当の規定です。新築または購入された日から

５年を経過していないものにつきましては、従来どおり月額2500円とし、５年経過

後につきまして、従来1500円支給していたものを廃止するものでございます。 

 第16条の規定は、期末手当の規定でございます。12月に支給します期末手当を

1.6月分から1.5月分に0.1月分引き下げるものでございます。あわせまして、部長

級の特定幹部職員、再任用職員等の支給率も改正いたします。 

第17条は、勤勉手当の支給率でございます。0.75月分から0.7月分へと0.05月分

引き下げいたします。 

 別表は給料表の改正でございます。医師及び若年層の職員につきましては、据え

置きまして行政職給料表の全体平均で0.2％のマイナス改定を行うものでございま

す。 

 次に８ページをお願いいたします。第２条といたしまして、同じく給与条例の改

定でございます。第11条及び第12条の改正規則は、来年４月から長時間にわたる時

間外勤務の抑制を図るため、一月に60時間を超える時間外勤務を命ぜられた場合、

従来、100分の125の支給率の時間外勤務手当を100分の150へ改正するものでござい

ます。 

 ９ページの上から８行目でございますが、第16条は期末手当に関する規定でござ

います。本年の６月につきましては暫定措置でございましたので、来年度の支給率

を改正するものでございます。６月の期末手当を1.4月分から1.25月分へ0.15月分

引き下げますとともに、部長級の特定幹部職員、再任用職員等の支給率も改定いた

します。 

 第17条は、勤勉手当の支給率でございます。特定幹部職員につきまして、0.05月

分引き下げ、再任用職員につきましても改正するものでございます。 

 第３条は、山鹿市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正でございます。

新たに第８条の４の規定を追加いたしまして、先ほど第２条でご説明いたしました

一月に60時間を越える時間外勤務に係る時間外勤務手当の割り増しにつきまして、

新たに時間外勤務手当代休時間といたしまして、手当の支給に変えて、代休を指定

することができる制度を新設するものでございます。 

 第10条以下につきましては、条文の整備を行っております。 

 次に10ページをお願いいたします。第４条でございますが、これは平成18年に改

正いたしました給与条例の経過措置の一部を改正するものでございます。附則とい

たしまして、この条例は平成21年12月１日から施行し、勤務時間等につきましては

平成22年４月１日から施行いたします。また、附則の第２項といたしまして、４月

から11月までの給料及び諸手当、さらに６月に支給いたしました期末勤勉手当の合
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計額に0.24％を乗じた額につきまして、12月に支給する期末手当から差し引く調整

を行うことといたしております。 

 次に、議案第89号から議案第97号までの各会計の補正予算につきましては、平成

21年度の人事院勧告を受けましての給与改定等に係る補正予算でございますので、

私の方で一括して提案理由の説明をさせていただきます。なお、議案第89号の平成

21年度山鹿市一般会計補正予算（第５号）におきましては、今般の新型インフルエ

ンザ対策に係る経費をあわせて計上いたしております。 

 本年度の人事院勧告に伴います全会計における影響額は、総額１億1054万9000円

の減額でございます。内訳は国の俸給平均改定率マイナス0.2％に伴う影響額が185

万3000円、期末勤勉手当の支給率0.35月分引き下げに伴う影響額１億765万8000円。

そのほか住居手当の改正に伴う影響額が103万8000円でございます。具体的な内容

につきまして、一般会計から順次ご説明申し上げます。 

 まず、議案第89号 平成21年度山鹿市一般会計補正予算（第５号）についてご説

明申し上げます。１ページをお願いいたします。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額に2073万1000円を追加し、

総額を282億3532万1000円とするものでございます。 

 一般会計におきます人事院勧告に伴う影響額は、特別職を含めまして、8218万

3000円の減額でございます。 

 17ページをお願いいたします。（款）衛生費、（目）予防費の補正額１億364万

円は、厚生労働省の新型インフルエンザワクチン接種の基本方針に基づくワクチン

の接種に係る経費でございます。今般のワクチン接種につきましては、死亡者や重

症者の発生をできる限り減らすこと及びそのために必要な医療を確保することとい

う目的に照らし、まず、１点目に新型インフルエンザ患者の診療に直接従事する医

療従事者、次に妊婦及び基礎疾患を有するもの、次に１歳から小学校３年生に相当

する年齢までの者、次に１歳未満の小児の保護者及び優先接種対象者のうち、身体

上の理由により予防接種が受けられない者の保護者などの順に、優先的に接種を開

始することとされております。さらに小学校４年生から６年生まで、中学生、高校

生に相当する年齢の者及び65歳以上の高齢者についても、優先的に接種することと

されております。費用負担につきましては１回接種の場合3600円、同一医療機関で

２回接種した場合6150円となっており、市民税非課税世帯につきましては全額公費

負担、国２分の１、県４分の１、市４分の１で行うことが基本とされております。

また、本市の場合、その他の世帯、課税世帯につきましても、国の定める優先接種

対象者等に対しまして、１回当たり1500円の自己負担を基本として、それを上回る

部分について助成を行うものでございます。 

 以上、歳出予算の概要につきまして、ご説明申し上げましたが、補正予算に関す
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る説明書といたしまして 26 ページ以降に給与費明細書を掲載いたしておりますの

で、ご参照いただきますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第 90 号 平成 21 年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）についてご説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額から 146 万 2000 円を減額

し、総額を 71 億 9645 万 8000 円とするものでございます。当会計におきます人事

院勧告に伴う影響額は 148 万 5000 円でございます。 

 次に、議案第 91 号 平成 21 年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

1 号）についてご説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額から 78 万 2000 円を減額し、

総額を 13 億 6951 万 7000 円とするものでございます。当会計におきます人事院勧

告に伴う影響額は 85 万 2000 円でございます。 

 次に、議案第 92 号 平成 21 年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）についてご説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額から 156 万 7000 円を減額

し、総額を 51 億 6507 万 2000 円とするものでございます。当会計におきます影響

額は 189 万 4000 円でございます。 

 続きまして、議案第 93 号 平成 21 年度山鹿市・植木町介護認定審査事業特別会

計補正予算（第１号）についてご説明いたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額から 14 万 1000 円を減額し、

総額を 3868 万 8000 円とするものでございます。当会計におきます人事院勧告に伴

う影響額は 14 万 1000 円でございます。 

 次に、議案第 94 号 平成 21 年度山鹿市簡易水道事業特別会計補正予算（第

１号）についてご説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額から 22 万 6000 円を減額し、

総額を３億 6298 万 6000 円とするものでございます。当会計におきます人事院勧告

に伴う影響額は 22 万 6000 円でございます。 

 次に、議案第 95 号 平成 21 年度山鹿市水道事業会計補正予算（第２号）につい

てご説明申し上げます。 
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 １ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算は、収益的収入及び支出等の補正でございます。 

 第２条 （第１款） 水道事業費から 132 万 4000 円を減額し、４億 3852 万

5000 円とするものでございます。 

 また、これに伴いまして、第３条 議会の議決を経なければ、流用することので

きない経費を 136 万 4000 円減額し、9789 万 8000 円とするものでございます。当

会計におきます人事院勧告に伴う影響額は 136 万 4000 円でございます。 

 次に、議案第 96 号 平成 21 年度山鹿市病院事業会計補正予算（第３号）につい

てご説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算は、収益的収入及び支出等の補正でございます。 

 第２条 （第１款） 病院事業費用から 2437 万 1000 円を減額し、27 億 1193 万

5000 円とするものでございます。 

 また、これに伴いまして、第３条 議会の議決を経なければ流用することのでき

ない経費を 2471 万 1000 円減額し、15 億 1265 万 7000 円とするものでございます。

当会計におきます人事院勧告に伴う影響額は 2140 万 1000 円でございます。 

 次に、議案第 97 号 平成 21 年度山鹿市下水道事業会計補正予算（第１号）につ

いてご説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算は、収益的収入及び支出、資本的収入及び支出等の補正でござい

ます。 

 第２条 （第１款） 下水道事業費用から 46 万 9000 円を減額し、８億 1343 万

4000 円とするものでございます。 

 第３条 （第１款） 資本的支出から 55 万 2000 円を減額し、９億 1795 万 4000

円とするものでございます。 

 また、これらに伴いまして、第４条 議会の議決を経なければ流用することので

きない経費を 102 万 1000 円減額し、5229 万 4000 円とするものでございます。当

会計におきます人事院勧告に伴う影響額は 102 万 1000 円でございます。 

 以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げまして、説明を終わります。 

○議長（横手啓介君） 

 この際、議案審査のため、しばらく休憩いたします。 

午前 10 時 20 分 休憩 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

午前 10 時 54 分 開議 
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○議長（横手啓介君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 これより質疑を行います。 

 発言の通告があっておりますので、発言を許します。森久雄議員。 

[26 番 森 久雄君 登壇] 

○26番（森 久雄君） 

 質疑を１件行います。議案第 88 号についてでございます。今回の議案第 88 号は、

人事院勧告に基づくものでございますけれども、人事院の給与勧告の基本的な考え

方といたしましては、労働基本権の制約の代償措置として、国家公務員に対して適

正な給与を確保する機能を有するものであり、能率的な行政運営を維持する上での

基盤というふうに一つは理解をしております。 

 もう一つは、国家公務員の給与は市場原理による決定が困難であることから、労

使交渉等によって経済、雇用情勢等を反映して決定される民間の給与に準拠して定

めることが、もっとも合理的というふうに言われておりまして、そのように承知を

いたしておりますが、今回、また５月に続いて勧告がなされたわけですが、この人

事院勧告というのは、絶対的な強制力があるものなのかということでございます。

お尋ねすることは、その一つですが、それから、もしこれを無視するというか、一

部は履行しないで不履行というふうなことをやったとすれば、ペナルティが国あた

りから課せられるものかどうなのかということでございます。そういうこともお尋

ねしておきたいと思います。 

 それから、勧告ですから、それぞれの地域の事情とかは勘案されずに一律的に勧

告が出されるというふうに思いますが、実施をするにあたっては、それぞれの受け

止める自治体側が個々の実情を勘案して、それを履行すればいいことであるのかど

うなのか、反映をされることを国としては認めているのかどうなのか、そこを少し

お尋ねしておきたいと思います。 

 それから、今回は、給料月額の改定、それから持ち家に係る住居手当の廃止、期

末手当、勤勉手当の引き下げ、それに伴う調整、戻しなさいというような中身であ

ると思いますが、それらについて、先ほど、藏原部長の方から詳しく説明があった

というふうに聞いておりましたが、なかなか難しい話でありましたので、さらに分

かりやすく、かみくだいてご説明をいただければと思います。 

 それから今日的に、当山鹿市が勧告の中で示されている民間給与との格差、それ

から手当等の格差が、どのようなものとして存在をしていると認めておられるのか

そのことをお尋ねしておきたいと思います。以上で１回目を終わります。 

○議長（横手啓介君）   
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 答弁を求めます。藏原総務部長。 

［総務部長 藏原榮一君 登壇］ 

○総務部長（藏原榮一君）   

 森議員の質疑にお答えいたします。 

 まず、人事院勧告の制度についてでございますが、人事院の勧告は労働基本権の

代償措置といたしまして、民間50人以上の企業、約１万1000社との格差を比較して

勧告するものでございます。これは国家公務員に対するものでございます。 

 地方公務員につきましては、地方公務員法第24条第３項に職員の給与は、生計費

並びに国及び他の事情を考慮して定めなければならないと規定されておりますので、

国の職員との比較のラスパイレス指数。県内他の市との比較。さらには、県内の民

間従事者との比較のために、熊本県の人事委員会の勧告。これらに本市の置かれて

いる状況等を総合的に勘案して、決定していくこととしております。 

 お尋ねの行政力ペナルティーはあるのかということでございますが、これについ

ては特にございません。 

 次に、給与改定の内容についてでございますが、 まず、給料月額の改正につい

てでございます。一般職の職員を対象といたします行政職給料表（１）におきまし

て、１級、２級及び３級のおおよそ20代の若年層を除く職員の給料月額を施行日の

12月１日から、平均で0.2％減額するものでございます。なお、７級部長級以上に

つきましては、0.3％の減額となっております。これに伴いまして、医師を除き技

師等の給料表の医療職（２）表。看護師の給料表の医療職（３）表も準じて改正を

行うものでございます。 

 次に、諸手当の改正でございますが、12月に支給いたします期末手当につきまし

て、一般職では1.6月分から1.5月分へ0.1月分の引き下げを行いまして、勤勉手当

につきましても、0.75月分から0.7月分へ0.05月分の引き下げを行うものでござい

ます。なお、６月の暫定措置分につきましても改正を行い、６月の期末手当を1.4

月分から1.25月分へ0.15月分の引き下げ、６月の勤勉手当につきましても、0.75月

分から0.7月分へ0.05月分の引き下げを行うものでございます。なお、部長級の特

定幹部職員につきましては、総支給率は同じでございますが、勤勉手当の割合が、

0.4月分、期末手当からスライドいたしております。これによりまして、期末手当

は0.25月分。勤勉手当は年間0.1月分の削減となり、年間を通して合計0.35月分の

引き下げとなるものでございます。 

 住居手当につきましても、12月１日から新築又は購入に係る持ち家につきまして、

５年間は現行どおり月額2500円を支給するものでございますが、６年目以降、現在

支給しております1500円を廃止するものでございます。さらに、本年度調整分につ
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いてでございますが、本年４月から施行日までの格差相当分を、12月の期末手当か

ら減額調整することとされております。具体的には、４月から11月までの給与額に

0.24％を乗じた額と、６月の期末勤勉手当に同じく0.24％を乗じて得た額の合計額

を、格差是正のため減額するものでございます。これは、給料月額の引き下げのあ

った者に限るものでございます。なお、0.24％につきましては、国におきます全体

の格差の合計額を、職員の給与月額の合計額で除した率でございます。 

 次に、個々の実情といたしまして、住居手当ての持ち家につきまして、国は全廃

をいたしておりますが、これも平成15年度から６年かけております。 

 地方は、国のように官舎が無いこと及び持ち家の比率が多いことなどから、これ

を地方自治体で判断することとされ、県の人事委員会は3500円を3000円に勧告して

いる状況の中でございます。本市におきましては、国の経過も尊重いたしまして、

まず、６年目以降を廃止することとしているところでございます。 

 最後に、本市の状況、どのように感じているかということでございますが、現在

本市の給与状況につきましては、県の中位に位置しているところでございます。 

○議長（横手啓介君）   

 森議員了解ですか。 

○26番（森 久雄君） 

   議長。 

○議長（横手啓介君） 

 森議員。 

［26番 森 久雄君 登壇］ 

○26番（森 久雄君）   

 答弁どうもありがとうございました。 

 数字をたくさん述べられましたので、なかなか難しく聞いたわけですけれども、

その中で、私は強制力があるものかということで聞いたのですけれども、そういう

ものはないということでした。 

 それから、一律的に受け入れなければならないのかということを聞きましたら、

住宅手当については、県の人事委員会の勧告もあって、地域の実情に応じたものと

して５年間を認めるというようなことでございましたので、それなりの地域実情と

いうものを考慮しておられるということを理解したところでございます。 

 そういうことであるとすれば、今回の国の人事院勧告では、地域手当とかいうの

も考慮してありますし、何々府、何々省という、本府省の手当も加味された上での

改定というふうに理解をしておりますが、本市にはそういうものが該当しておりま

せんのでそこら辺のところは、この山鹿市独自でのご判断を持ってもしかるべきで
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はなかったのかと思っておりますので、そのことについてひとつお考えをいただき

たい。言うならば、それらの額を含めた民間格差ということで、山鹿市の今回の改

定を行ったのかどうかということです。 

 それから、もう一つは、先ほども部長答弁しておられますが、４月１日以降の職

員の懐に入っているわけじゃないですか、払ってきた分は、それをもう一度もう生

活費に使ったり、いろんなものでお使いになっておられると思いますけれども、そ

れをもう一度、この勧告が出たからやりすぎていたから、皆さんその分戻しなさい

と、出しはしないけれども、12月のボーナスでその分削って、ボーナスを支給しよ

うではないかということは、むごいと言えばむごいやり方です。それは一度出した

ものだから、それはそれとして、山鹿市は返還とか取り戻すとかいうことではなく、

そのことは勧告として受け止めながら、実情としてはもう払ったものだから、ボー

ナスをカットしてまでも勧告を実施するということにはなりませんということでも

よかったのではないかと思いますが、そのことはいかがかということと、最後に合

併して５年になりますが、まだ給与の格差についての調整は順次進めてきておられ

ると思いますけれども、まだまだ、完璧な形での１市４町の職員の給与体系へ行き

ついてはいないと思います。今回の人事院勧告というものがまだ、下の部分に甘ん

じておられる皆さん方にとっては、非常に厳しい措置になるのではないかというふ

うに思いますけれども、そのこととこれからの合併後の給与調整というものも含め

て、どういうふうにお考えになっているかということを最後にお伺いして質疑を終

わりたいと思います。 

○議長（横手啓介君） 

答弁を求めます。藏原総務部長。 

[総務部長 藏原榮一君 登壇] 

○総務部長（藏原榮一君） 

２回目の質疑にお答えいたします。 

まず、１点目でございますが、国の地域手当及び本府省手当は、国家公務員との

比較といたしましては、反映されますが、地方にはない制度でございます。しかし

ながら人事委員会を持っておりません市町村につきましては、なかなか独自の給料

表の策定まではいきませんので、やはり国家公務員の給料表を準用することとなり、

先ほど申し上げましたとおり、その他の情勢を勘案するものでございます。 

次に、今回の調整措置についてでございますが、年間の給料を比較いたしまして、

その分を調整措置するものでございまして、これを行わないということになります

と、国が行いました民間との格差が残ることになりますし、また、12 月からの給

料から調整すると来年度以降が大きすぎることになります。このため、一見４月に
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さかのぼって改正されるように見えますが、実際は職員に均等に格差の調整を求め

るものでございますので、ご理解を賜りたいというふうに思います。 

また、本市の給与水準でございますが、先ほども申し上げましたとおり、現在、

県内中位と理解をいたしております。 

今後、国の制度にあわせて勤務成績を給与により的確に反映する方法の検討や、

ご指摘のように合併時の格差是正の再調整、給与制度抜本改正時の調整など、行う

べきことがいろいろと残っております。 

今後につきましても、業務の見直しや職員定数の更なる削減等によりまして、総

人件費の抑制を推進しながら諸調整につきましては、あるべき方向を目指しながら

職員団体と協議しながら行ってまいりたいと考えております。以上、ご答弁申し上

げます。 

○議長（横手啓介君） 

森議員了解ですか。 

○26 番（森 久雄君） 

了解です。 

○議長（横手啓介君） 

以上で、森議員の質疑は終了いたしました。 

これをもちまして通告による質疑は終了いたしました。ほかに質疑はありません

か。 

[「質疑なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（横手啓介君） 

質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま、議題となっております全案件については、会議規則第 37 条第３項の

規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（横手啓介君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、委員会付託は省略することに決しました。 

これより討論を行います。討論の通告があっておりますので、発言を許します。

原徹議員。 

[12 番 原 徹君 登壇] 

○12 番（原 徹君） 

12 番議員 日本共産党の原徹です。 
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私は、議案第 88 号 山鹿市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例並びに議案 89 号の人事委員会に関する部分並びに 90 号～97 号すべて人事

院勧告に関する議案でありますので、反対を表明いたします。 

提出された９議案は、８月 11 日の人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に

準じて提案されたわけでありますが、私は次の点から反対いたします。 

一つ目は、人事院は民間との格差を絶対的な基準として俸給月額を、過去最低記

録を更新する 0.24％引き下げ、ボーナスも過去最大の 0.35 カ月分を引き下げると

いう勧告を強行しております。しかし、法の趣旨である生計費原則に立つならば、

全国消費者物価指数は 100.3 と上昇しており、本人事院勧告はまったく道理がない

と考えるわけです。 

５月には、人事院勧告のルールを無視した異例の臨時勧告を出して 0.2 カ月分の

ボーナスを凍結強行しました。 

今回は、ボーナスだけでなく、さらに俸給月額も引き下げ、その上に生活給とし

ての住宅手当まで廃止して賃金引き下げを強行するものであります。このことは、

労働者に犠牲を強いて経済危機を乗り切り、同時に民間労働者の賃金引き下げをも

くろむ財界、大企業の論理とまったく同一のものであります。 

人事院は、公務員の労働基本権を制約するために、その代償機関として設けられ

たものであります。今回の勧告は、みずからの役割を投げ捨て政治的圧力に屈して

公務員総人件費抑圧という小泉流構造改革路線に沿ったものにほかなりません。 

しかし、この構造改革路線が破綻したことは、８月の総選挙で政権交代の審判が

下されたことで明らかとなっております。このような勧告に準じて条例を改正し、

また、それに従った議案を私は認めることはできないわけです。 

二つ目は、人事員勧告に準じて給与や諸手当を引き下げることは、職員の勤労意

欲を失わせることだけでなく、山鹿市の経済活性化にも大きなマイナスとなると思

います。今回、自民党に代わって政権についた民主党は、国民の生活が第一を唱え、

鳩山代表は、歴史的な不況を乗り切るためには、個人消費を引き上げなければなら

ないと訴えて大きな支持を得たわけです。ところが本条例を改定すれば、職員の給

与所得が一人当たり平均 13 万 6000 円も引き下げられる。こういう状況であります。

まさに、個人消費をますます小さくすることになります。ひいては、そのことが市

内の商店やもろもろの業者にも大きな打撃を与えることになります。これでは、景

気回復どころか今以上に景気を冷え込ませることになることは明らかであります。

以上の二つの観点から本条例並びに議案に反対するものであります。 

なお、議案第 89 号の平成 21 年度山鹿市一般会計補正予算は、条例改定に伴って

職員給与や勤勉手当等が 7604 万 9000 円減額されることが提案されておりますが、
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当然反対であります。認めることはできません。 

一方、新型インフルエンザ対策事業として１億 364 万円の助成が組まれているこ

とは、市民の健康と生命を守るという立場から大賛成であります。このことを表明

して討論を終わります。 

○議長（横手 啓介君） 

以上で通告による討論は終結いたしました。ほかに討論はありませんか。 

[「討論なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（横手 啓介君） 

討論なしと認め、討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

議案第 88 号について原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

[賛成者起立] 

○議長（横手 啓介君） 

起立多数であります。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第 89 号について原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

[賛成者起立] 

○議長（横手 啓介君） 

起立多数であります。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第 90 号から議案第 97 号までの８案件を一括採決いたします。 

議案第 90 号から議案第 97 号までの８案件について、原案のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

[賛成者起立] 

○議長（横手 啓介君） 

起立多数であります。よって、８案件は原案のとおり可決されました。 

－―――――――――――――――○―――――――――――――――― 

閉会 

○議長（横手 啓介君） 

これをもちまして、今期臨時会に付議されました案件の審議は全部終了いたしま

した。 

よって、平成 21 年（第７回）山鹿市議会 11 月臨時会を閉会いたします。 

午前 11 時 19 分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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